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学校だより 執筆・文責：校長 高濱俊彦

（生徒・保護者の皆様へ） 日常の様子（写真）はこちらのＨＰで連日更新中

明けましておめでとうございます
３学期の登校日数は何日あるでしょうか。
正解は・・・１，２年生は５１日で、３年生は

４４日です。たぶん「あっと言う間の３学期」
になるのだと思います。
「３学期は席（籍）取りの学期」と言われ

ます。また「３学期は来年度への０学期」という言葉もあります。小さな事でも心を
込めて取り組めば、来年度の夢や目標をたぐり寄せることができるはずです。今
年も一緒にがんばっていきましょう。←始業式校長式辞より

最近思うこと （昨年９月４日の記事を元にして、再度掲載します）
年末年始にかけていわき市内でも新型コロナ感染の話題が出てくることが多く

なりました。人はいつ・どこで、どんな病気になるのか分かりません。逆に言え
ば、誰でも病気になる可能性があるはずです。
たとえそれが「新型コロナ感染症」であっても、「心配しないで、ゆっくり休

んでね」と心から言える人・世の中であってほしいと思います。
「安心して検査を受け」、「安心して治療を受け」、「安心して休養し」、「安心

して学校や職場に復帰できる」つまり、病気になった人を詮索せず・傷つけずに
「安心して病気にかかれる」そんな世の中を作る人になりたいものです。

苦手教科、どうしよう？・・・こうしよう！（受験生だけでなく）
３年生にとって「義務教育で最後の定期テスト」である学年末試験が月末に実

施され、３月には県立高校入試が控えています。
そんな時に浮かぶのは「苦手教科（分野）、どうしよう？」ではないでしょうか。
「不得意教科、分野をなんとかしたい」と考えるなら、ぜひ「基礎の基礎に戻る」こ

とをお勧めします。
数学が苦手であれば、中１の教科書で「正負の数」を見直したり、または小学

校の算数の教科書を引っ張り出すことも有効です。
英語が苦手なら、練習問題を解くときに最初から辞書を使うと良いでしょう。
とにかく、不安にとりつかれて何もやらないのが一番もったいないことです。な

りふり構わずに「基礎の基礎」だけでも振り返ってみましょう。それは必ず身に
つきますし、自信につながります。

来週の行事予定
１２日（火）昌平高校入試（～１３日）
１３日（水）学年末試験範囲配布（３学年）、部活動なし
１４日（木）月曜日の授業実施、秀英高校入試
１５日（金）スクールカウンセラー勤務日（相談予約は電話にて受付中）
１６日（土）高専推薦入試、一高入試

県アンサンブルコンテスト

ぜひＨＰ（カラー）

で見てほしいです


